
クイックリファレンス:  
SAのインストール要件

このリファレンスでは、 SA をインストールする前に知ってお く必要がある基本的な要件につい

て説明します。 このリ フ ァ レンスはあ く まで リ フ ァ レンスを目的とするものであり、 『SA
Installation Guide』 に代わるものではありません。 その他のインストールまたはアップグレード

の前提条件については、 このSAバージョ ンのリ リースノート も参照して く ださい。

このドキュメン トでは、 次のトピックについて説明します。

— SA ISOメディアのマウン ト

— SAコア、 エージェン ト、 サテライ トに対してサポート されているオペレーティング

システム

— SAコアのインストールの概要

— Oracleデータベースのインストールオプシ ョ ン

— 暗号マテリアルオプシ ョ ン

— SA ISOメディアのマウン ト

— SAインストーラーの起動

— SAインストーラーのインストールモード

— SAインタビューとコア定義ファイル (CDF)

— マスターパスワード

— CDFの保存方法と保存時期

— コア定義ファイル (CDF) の再利用

— 中断したインストールの再開

— インストーラーログ

— SAコアのインストールプロセスフロー

— SAインストーラーの前提条件チェ ックフェーズ

— コアの時刻の要件

— Windows Server 2003、 2008、 2008 R2 x64、 2012へのWindows Updateサービスの

インストール

— Linuxのユーザーとグループの要件のチェ ック

— VM上のSAコアの要件のチェ ック  (オプシ ョ ン)

— Windows Server 2000、 2003、 2008、 2008 R2 x64での エージェン トの

インストール
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— Veritas File System (VxFS)

— SAインストーラーを使用したOracle 11gのインストールの 要件

— ディスク容量の要件

— ネッ トワークの要件

— SAコアパフォーマンスのスケーラビリテ ィ

— Windowsパッチ管理ファイル

— Global File System (OGFS) の要件

これらのトピックに関するより詳しいドキュメン トについては、『SA Installation Guide』 を参照して ください。

SA ISOメディアのマウン ト
SAインストール/アップグレード メディアは、ダウンロード したファイル構造内で次のカテゴリに分類されて

います。

— oracle_sas (HP Server Automationデータベース)

Oracleデータベースをインストールするのに使用するメディア

— primary (HP Server Automation製品ソフ トウェア)

SAコアコンポーネン ト をインストールするのに使用するメディア

— upload (HP Server Automationエージェン トおよびユーティ リテ ィ )

SAコアの内容とツールをアップロード してインストールするのに使用するメディア

— sat_base (HP Server Automationサテライ トベース)

SAサテライ ト コンポーネン ト をインストールするのに使用するメディア。 このメディアにはOSプロ

ビジ ョニングコンポーネン トは含まれていないため、 メディアサイズは他のものに比べ小さ く なる

ため、 ネッ トワーク上でメディアを転送する際に便利です。

— sat_osprov (OSプロビジ ョニングを含むHP Server Automationサテライ トベース)

SAサテライ トおよびサテライ トのOS プロビジ ョニングコンポーネン ト をインス トールするのに使

用するメディア。

SA コアのコアインストールまたはアップグレードのためのhpsa*スクリプ トの最初の起動はprimaryメディ

アから、 サテライ トはsat_baseまたはsat_osprovメディアから行う必要があります。

SAでは、 メディアのディ レク ト リ構造を維持する必要があります。 例を以下に示します。

<マウントポイント>/<ユーザー定義のプレフ ィ ックス>-<メディア名>/disk001/opsware_installer/
hpsa*.sh

<ユーザー定義のプレフ ィ ックス>-<メディア名>には、 hpsa-primaryやhpsa-sat_baseなどを指定します。

プレフ ィ ッ クスにはhpsa、 メディアカテゴリ IDは上記 (sat_base、primaryなど) を使用することが推奨され

ています。

SAはメディアで提供されます。 メディアをローカルディスクにコピーするか、 NFS マウン トポイン ト と して

マウン ト して ください。 インストールスクリプ ト を起動するサーバーにすべてのメディアをマウン ト して く

ださい。 次のようにメディアをマウン トすると、 SAインストーラーはローカルまたはリモート コアホストに

自動マウン ト します。 以下に例を挙げます。

oracle_sas

mount oracle_sas.iso /<マウントポイント>/hpsa-oracle_sas/

primary

mount primary.iso /<マウントポイント>/hpsa-primary/
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upload

mount upload.iso /<マウントポイント>/hpsa-upload/

sat_base

mount upload.iso /<マウントポイント>/hpsa-sat_base/

sat_osprov

mount upload.iso /<マウントポイント>/hpsa-sat_osprov/

<マウントポイント>は、 メディアのマウン ト場所 (/mntなど) です。

別のディレク ト リ構造を使用する場合は、 SAインストーラーがメディアにアクセスする必要があるたびにパ

スを指定するよう促されます。

SAコア、 エージェン ト、 サテライ トに対してサポート され

ているオペレーティングシステム

SAコア、 エージェン ト  (管理対象サーバー )、 サテライ ト、 クライアン ト  (SAクライアン ト と SA Webクライア

ン ト ) に対してサポート されているすべてのプラッ ト フォームの一覧については、 配布メディアのドキュ メ

ン トディ レク ト リ内にあるドキュメン ト 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照して ください。 この

ドキュメン トは、 次のサイ トからダウンロードすることもできます。 

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp 

SAコアでは、 コアのコンポーネン ト をホストするサーバーで実行されるオペレーティングシステムは、 すべ

て同じである必要があります。 同じコア内のホス トでアップデート レベルが異なっていてもかまいません

(Red Hat Enterprise Linux 5 U1 と Red Hat Enterprise Linux 5 U2など )。 マルチコアメ ッシュでは (コア1がRed Hat

Enterprise Linux 5を実行し、 コア2がSolaris 10を実行するなど ) 各コアのオペレーティングシステムが異なっ

ていてもかまいませんが、 各コア内のホストはすべて、 同じオペレーティングシステムを実行している必要

があります。

SAコア、 管理対象サーバー、 サテライ トのホストサーバーが 『SA Installation Guide』 に一覧される要件を満

たしていることを確認する必要があります。この確認を怠ると、インストールが失敗したり、コアのパフォー

マンスに影響を及ぼしたりすることがあります。

SAコアのインストールの概要

この項では、 SAコアをインストールする方法について説明します。 このコアには以下を指定できます。

• 1つのファシリテ ィでサーバーを管理する単一 (スタンドアロン) のコア

• 複数のファシリテ ィでサーバーを管理する第 1 コアと 1 つ以上のセカンダリコアで構成されるマルチマ

スターメ ッシュのインストールの第1 (プライマリ ) コア

• 分散型のコアコンポーネン ト を含めた単一 (スタンドアロン) のコアまたは第1コアのインストール

• 既存のSAコアへのスライスコンポーネン トバンドルの追加

スタンドアロンコアまたはマルチマスターメ ッシュの第1 コアのどちらをインストールする場合も、 ここで

説明するタスクを実施する必要があります。

この他にも、 コアのインストール後に実施すべき特定のタスクがあります。詳細については、『SA Installation
Guide』 を参照して ください。
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マルチマスターメ ッシュの第1 (プライマリ ) コアをインストールする場合は、 『SA Installation Guide』 の 「8.
SA First (Primary) Core with a Secondary Core (Multimaster Mesh)」 に記載される説明にしたがって、 メ ッシュ

にコアをさらに追加する必要があります。 メ ッシュ内の複数の第2 コアに対する要件がある場合は、 HPプロ

フェ ッシ ョナルサービスまたはHP認定コンサルタン トに連絡して ください。

第1 コアには、 マルチマスターメ ッシュのプライマリコアとなるために必要なコンポーネン ト をすべて備え

る必要があります。 必要なのは、 サーバーを管理し、 第1 コアと通信するように構成したセカンダリコアを

追加することです。 マルチマスターメ ッシュのインス トールでは、 第1 コアの役割は、 メ ッシュ内の他のコ

アの役割とそれほど大きな違いはありませんが、 第1 コアには、 各種コア間の通信を監視し、 競合と負荷分

散を管理する集中化されたコアコンポーネン トが備えられている点が異なります。

インス トールフェーズ

一般的なSAコアインストールには次のフェーズがあります。

1 インストール前: 以下を確認します。

• 適切なコア構成を決定していること。 『SA Installation Guide』 の 「Deciding on an SA Core 
Configuration for your Facility」 を参照して ください。

• すべてのコアホストのインストール要件が満たされていること

• HP SAインストーラーインタビューを完了するのに必要な情報を用意してお く こと

• インストールを完了するのに必要なすべてのアクセス権を持っていること

• SAインストールISO、 プライマリ、 Oracle_sas、 Uploadを用意してお く こと  

• ISOのマウン ト済みのコピーからのみSAインストーラーを起動すること

詳細については、 『SA Installation Guide』 の第4章 「Pre-installation System Requirement Checks」 を参照し

て ください。

2 データベースのインストール: モデルリポジト リでは、HP SAインストーラーを実行する前に、Oracleデー

タベースをインストールして利用できる状態にしてお く必要があります。 次の操作を実行できます。 

• SA 製品ソフ トウェアに付属していて、 SA コアとともにインストールされる HP 提供の Oracle データ

ベースをインストールすること。

• SA で使用するために構成した自己インストール型 Oracle データベースインストールを使用するこ

と。 このデータベースは、 SAコアのインストールを開始する前にインス トールし利用できる状態に

し、 SAでのみ使用するように予約してお く必要があります。

• SAのインストールを開始する前にOracleユニバーサルインストーラーを使用してデータベースをイ

ンストールし、 SAで使用するためにこのデータベースを構成すること。 このデータベースはSAでの

み使用するようにしなければなりません。

既存のHP以外から提供された Oracle データベースのインス トールを使用する予定がある場合は、 この

データベースを SA用に構成する必要があります。 詳細については、 『SA Installation Guide』 の 「Oracle
Setup for the Model Repository」 を参照して ください。

3 SAインストールインタビュー : SAコアをインス トールする際は、 SAインタビューを完了してお く必要が

あります。 インタビューの実行中に、 特定のSA構成パラメーターに値を入力するよう求められます。 イ

ンタビューの完了時、 SAによって構成情報がコア構成ファイル (CDF) に自動的に保存されます。 このCDF

は、 後で実施する第2コア (マルチマスターメ ッシュ ) とサテライ トのインストール時、 およびSAコアの

アップグレード時にも使用します。

4 SA コアコンポーネン トのインストール : SAインタビューの完了後、 SAインス トーラーはホストサーバー

上でSAコアコンポーネン ト をインストールします。 

5 インストール後: インストール後のタスクを完了する必要があります。 詳細については、 『SA Installation
Guide』 の第6章 「SA Core Post-installation Tasks」 を参照して ください。
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SAインストーラーで修正可能なエラーが発生すると、 インストールが停止します。 この場合、 エラーを修正

してインストールを再試行して ください。 中断したインストールの再開については、 『SA Installation Guide』
の 「Restarting an Interrupted Installation」 を参照して ください。

Oracleデータベースのインストールオプシ ョ ン

SAインストールプロセスを開始する前に、機能的で適切に構成されたOracle 12cデータベースを利用できる状

態にしてお く必要があります。 以下を行うように設定できます。

• サポート されているOracleバージョ ンについては、『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照すること。

• SAで提供される Oracle 12dデータベースを使用し、 SA インストーラーがこのデータベースをインストー

ルし事前構成できるようにすること。 SAで提供される Oracleデータベースをインストールするように設

定した場合は、 SAインストーラーの指示にしたがって、 この章に記載される説明にしたがってプロセス

を実行します。

SAで提供されるOracleデータベースでは、SAで使用するためにいくつかのシステム環境変数とOracle環境

変数を指定する必要があります。 『SA Installation Guide』 の 「SA-Supplied Oracle RDBMS Software and
Database Setup」 を参照して ください。

• Oracleユニバーサルインストーラーを使用して、 SA以外から提供されるOracle 12cデータベースをインス

トールすること。 ただし、 SAで使用するためにこのデータベースを手動で構成する必要があります。 必

要な Oracle 構成情報については、 『SA Installation Guide』 の 「Non-SA-Supplied Oracle Software and
Database Setup」 を参照して く ださい。 Oracle ユニバーサルインス トーラーを使用して Oracle をインス

トールするように設定した場合は、 SA インス トーラーを実行する前にデータベースをインス トールし、

インス トーラーインタビューで必要になるすべてのデータベース関連情報 (パスワード、 ORACLE_HOME

へのパスなど) を入手してお く必要があります。

• 既存のOracle 12cインストールを使用すること。 このデータベースは、 SA専用にする必要があります。 SA

モデルリポジト リで使用するためにこのデータベースを手動で構成する必要があります。 必要な構成に

ついての詳細は、 『SA Installation Guide』 の 「Non-SA-Supplied Oracle Software and Database Setup」 を

参照して ください。 

SAと既存のOracleデータベースの統合についてサポート を受けるには、ローカルのOracle DBAに連絡して

ください。 

• リモート Oracleデータベースを使用しない場合は、 モデルリポジト リコンポーネン ト を、 第1コアと第2

コアの両方のOracleデータベースと同じサーバー上にインストールする必要があります。

Oracleデータベースは、このデータベース専用のホスト上、またはSAインフラス ト ラクチャーコン

ポーネン トバンドルをインス トールしたサーバー上にインストールする必要があります。 

暗号マテリアルオプシ ョ ン

SA暗号マテリアルを使用すると、 SAコアコンポーネン ト間での暗号化された通信が可能になります。 SAは独

自の暗号マテリアルをインストールします。 これは、 インストール中にプロンプ ト された際にSAが独自のマ

テリアルを生成できるようにするだけで行う ことができます。

前のSAインストールから暗号マテリアルを使用する場合は、 インストールを開始する前に、 SAコアまたは第

1 コア ( マルチマスターメ ッシュ ) をホス トするサーバー上の/var/opt/opsware/crypto/cadb/realm/

opsware-crypto.db.eに暗号マテリアルをコピーすることで、 これを行う ことができます。 インス トール

中は、 インストーラーが暗号マテリアルを生成しないようにします。 プロンプ ト される際に、 この暗号マテ

リアルにパスワードを入力して ください。
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FIPSコンプライアンスオプシ ョ ン
HP Server Automation (SA) は、 Federal Information Processing Standards規格140-2に準拠します。 これは、 政府

機関が検証済みの暗号モジュールを使用する機器を調達する際に適用するセキュ リテ ィ標準です。 インス
トール時にfips.modeパラメーターを有効にすると、 FIPSが有効になります。

FIPSを有効にすると、 ハッシュアルゴリズムはSHA1に限定されます。 インストール時に、 FIPSの有効化/無効

化を指定するプロンプ トが表示されます。

通常のセキュリテ ィ状態では、 SHA1をキー長2048で使用することが推奨されています。高レベルのセキュリ

テ ィが要求される場合には、キー長4096のFIPSまたはSHA256を使用できます。 FIPSまたはSHA256を使用する

と、 コアのパフォーマンスが低下する可能性があります。 詳細については、 セキュリテ ィ管理者にお問い合
わせください。

『SA Installation Guide』 の付録F 「HP SA FIPS 140-2 Compliance Statement」 を参照して く ださい。

SAインストーラーの起動
SAコアインストーラーを起動するには、 HP Server Automation製品ソフ トウェアDVDまたはprimary ISOのマ

ウン ト済みのコピーから次のスクリプ トのいずれか1つを使用します。SA ISOメディアのマウン ト  (2ページ) 
を参照して ください。 SAコアインストーラーは、 他のディスト リビューシ ョ ンから起動しないで く ださい。

• hpsa_install.sh - Oracleデータベースとモデルリポジト リをインス トールし、 プライマリコアのコア

コンポーネン ト をインストールします。 次にセカンダリコアのコンポーネン ト をインストールし、 モデ
ルリポジト リの内容をエクスポート します。

• hpsa_uninstall.sh - 単一のコアコンポーネン ト をアンインストールするか、すべてのコアコンポーネ

ン ト をアンインストールします。 SAコアのアンインストールの詳細については、 『SA Installation Guide』
の 「SA Core Uninstallation」 を参照して ください。 

サテライ トのインストールには、HP Server Automationサテライ トベース (sat_base) DVDまたはOSプロビジ ョ

ニングを含むサテライ トベース (sat_osprov) DVDを使用します。 『SA Installation Guide』 の第7章 「Satellite
Installation」 を参照して く ださい。

hpsa_install.shでは、 表1に示されるコマンド ライン引数を指定できます。

 

表1 SA インストーラーのコマンドライン引数

引数 説明

-h コマンド ラインオプシ ョ ンのインストーラーヘルプを表示します。

インタビュー中にヘルプを表示するには、 Ctrl+Iキーを押します。

-c <cdfファイル名> 指定した保存済みのコア定義ファイル (CDF) 内のSA インス トール構成

パラメーター値を使用してインストーラーを起動します。 

CDFを指定しない場合は、 特定の構成パラメーターの値を入力するか、

SAのデフォルト値をそのまま使用する必要があります。 インストール

インタビュー時に入力した SA 構成パラ メーター値は、 現在のインス

トールで使用されます。 また、 このパラ メーター値は、 後で実施する

SA コアアップグレードおよびセカンダリ SA コアのインス トールで使

用される最初のCDFに自動的に保存されます。

--pwsave インス トール時に指定したすべてのサーバーのルートパスワードは、

ユーザーが指定したマスターパスワードによって暗号化され、 アクセ

スされるように指定します。マスターパスワード  (8ページ) を参照して

く ださい。
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ベストプラクテ ィス: SAインストールのためのscreenユーティ リテ ィの使用

方法

Linux用のscreenユーティ リテ ィ を使用すると、 SAインストーラーを安全に実行し、 ネッ トワーク切断など

の中断から回復できます。 何らかの理由でインストールセッシ ョ ンから切断された場合、 マシンに再度ログ

インし、 screenを使用してインストールセッシ ョ ンに再接続できます。

SAでは、 ネッ トワーク障害によるインストール問題の影響を最小限に抑えるため、 SAインストーラーの起動

には、 screenユーティ リテ ィ を使用することをお勧めします。

Red Hat Enterprise Linux、 SUSE Linux Enterprise Server、 Oracle Enterprise Linuxの各ディス ト リビューシ ョ ンに

は、 screenパッケージが含まれていますが、 ユーザーが明示的にインス トールする必要があります (デフォ

ルトで、 screenパッケージは使用できない状態になっています)。

SAインストーラーのインストールモード

SAインストーラーの起動方法に応じて、 パスワードやファイルの場所などのさまざまなパラメーター値を入

力するよう求められます。 入力が求められるパラメーター数は、 選択したインス トール方法によって異なり

ます。 

簡易インストールモード

簡易インストールを選択すると、 変更されることがほとんどない特定のパラメーターのデフォルト値が使用

されます ( これらのパラメーターの値を指定するよう求められることはありません )。 これらのパラメーター

には、 コアコンポーネン トが内部的に使用する各種Oracleパスワードが含まれます。

詳細およびエキスパート インストールモードは、 HPテクニカルサービスのみが使用します。

詳細インストールモード

詳細インス トールを選択した場合、 インス トーラーによって簡易インス トールでは変更できないパラ メー

ター値の入力が求められます。

エキスパート インストールモード

HPテクニカルスタ ッフが使用します。

--verbose | --debug インス トーラーを詳細モードまたはデバッグモードで実行します。 こ

れらのモードにより、 コンソール上に詳細情報が表示されます。 詳細

については、 インストーラーログ (13ページ) も参照して ください。

表1 SA インストーラーのコマンドライン引数 （続き）

引数 説明
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SAインタビューとコア定義ファイル (CDF)

インストール時には、 SAインストールを構成するのに使用される特定のSAパラメーターの値を入力するよう

求められます。 このプロセスを SA インタビューと呼びます。 入力した値は、 コア定義ファイル (CDF) に保存

されます。 

SA プライマリコアをインス トーする際に SA によって最初のCDFが作成されます。 後でマルチマスターメ ッ

シュ  (複数コアのSA インストール ) のセカンダリコアを追加したり、 アップグレードを実行したりする際に、

このCDFを使用します。 コア定義ファイル (CDF) の再利用 (10ページ) を参照して ください。 CDFは以下の場所

に保存されます。

/var/opt/opsware/install_opsware/cdf/cdf_<タイムスタンプ>.xml

場合によってはパラメーター値を入力する際に、 HP SA インストーラーによって、 (存在していないディ レク

ト リやパス、 あるいは無効な値や範囲などの ) 応答が検証されます。 インス トーラーが応答を検証できない

と、 値の再入力が求められます。 また、 一部のパラメーターはコアコンポーネン トの実際のインストール時

に再検証されます。 インストール時にインストーラーがプロンプ トへの応答を検証できないと、 インストー

ラーはミニインタビューを実行します。 ミニインタビュー中にユーザーは有効な応答を入力できます。 

指定したCDFが有効で、 かつ空でないことを確認して ください。

空のCDFや、無効なエン ト リが含まれているCDFを指定すると、 インストール時に必要なパラメーター値をす

べて入力するよう求められ、 入力しないとインストールが失敗します。

マスターパスワード

SAでは、新しいSAコアのインストール時に指定したすべてのコアホストの暗号化されたルートパスワードに

アクセスするのに使用するマスターパスワードを指定できます。

インス トール時に指定したサーバールートパスワードを暗号化するには、 --pwsave引数を指定してインス

トールを開始します。 --pwsave引数を指定してインス トールを開始すると、 インス トーラーはルートパス

ワードを暗号化し、 インストールの成功または失敗に関係な く、 インストールの完了時に最終 CDF にこれら

のルートパスワードを保存します。 SAインストーラーの起動 (6ページ) を参照して ください。

マスターパスワード  (MP) は、 ハッシュ SHA (SHA(MP)) のハッシュとして保存されます。 SAは、 このキーを使

用して新しいコアインストールの一部として指定したすべてのサーバーのルートパスワードを暗号化し、 セ

キュアなハッシュ SHA (MP) を使用して1024文字のキーと暗号化したパスワード文字列を生成します。暗号化

されたパスワード文字列は、 各ホストにroot_user_passwordと して保存されます。

インス トールの終了時にこのプロンプ トが表示されたらマスターパスワードを指定します。 マスターパス

ワードを作成する必要がない場合は、 [none] を指定して ください。

Creating temporary CDF [/var/tmp/cdf_tmp.xml]

master.password []:

Specify a master password.This password will enable encryption of the 
server(s) password.If "none" is specified then server(s) password will not be 
saved.

master.password []:*******
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マスターパスワードを使用するSAコアでのインストーラーの起動

マスターパスワードを使用するコアでインストールを開始すると、 操作を続行する前にマスターパスワード

を入力するよう求められます。

Specify a master password.This password will enable encryption of the 
server(s) password.Enter "none" to provide the server(s) password again.

master.password []:

ユーザーがマスターパスワードを作成したときに保存されたコアホストの暗号化されたパスワードが、 イン

ストーラーによって使用されます。 マスターパスワードに [none] を指定すると、 インストーラーによって各

コアサーバーに対するパスワードを入力するよう求められます。

SAパスワードユーティ リテ ィ

上記の説明にしたがってマスターパスワードを使用した際に、 コアホストサーバーのルートパスワードが暗

号化され、 ホストサーバーのいずれかのルートパスワードを変更した後にインス トールの中断などの状況に

陥る場合があります。 このような場合、 インストールを続行するにはCDF内の暗号化されたパスワードを手

動で入力しなければなりません。 暗号化されたパスワードを手動で入力せずにインス トールを再開すると、

パスワードを変更したサーバー上で再度ルートパスワードの入力が求められます。

SA には、 暗号化されたパスワードユーテ ィ リテ ィが備えられていて、 暗号化されたパスワードを再生成し、

再生成されたパスワードをCDFに手動で入力するのにこのユーティ リテ ィ を使用できます。

SAパスワード管理ユーティ リテ ィは、 マスターパスワード とルートパスワード  (値はカンマで区切られてい

る) を含めた標準形式のファイルを受け取り、 同じファイルに必要な内容を再度書き込みます。 CDFを最新状

態に保つには、 CDF内の古い値を新しい値に手動で置き換える必要があります。

次の方法でパスワードユーティ リテ ィ を起動します。

<distro>/opsware_Installer/hpsa_password_utility.sh <csvファイル>

ここで、 <distro>には配布メディアへのフルパスを指定します。 以下に例を示します。

/<マウン トポイン ト >/primary/disk001/opsware_installer/hpsa_install.sh –verbose

ヘルプ

インタビュー中はいつでもctrl-Iを押すと、現在のインタビュープロンプ トのヘルプを表示できます。プロ

ンプ トの簡単な説明と必要な応答が表示されます。

CDFの保存方法と保存時期

インストール中に、 Install Components画面などのアクシ ョ ンの確認画面で操作を続行するためにcを押

すと、 SAインストーラーによって一時CDFが保存されます。

Enter one of the following directives
(<c>ontinue, <p>revious, <h>elp, <q>uit): c
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一時CDFは/var/tmp/cdf_<timestamp>_temp.xmlに保存されます。 このファイルは、中断されたインス

トールを再開するのに使用できます。 中断したインストールの再開を参照して ください。 この一時ファイル

は、 各コンポーネン ト を処理するたびに更新されるので、 最新アクシ ョ ンにおけるセッ トアップ状態が維持

されます。

セキュリテ ィのためにCDFを削除すると、 このファイルも削除されます。

インタビューの終了

すべてのSA構成パラメーターの値を入力すると、 インストールの終了時点でSAインストーラーによってCDF

が自動的に保存されます。 CDFの場所は以下によって決定されます。

• インストールの終了時点でインフラスト ラクチャーコンポーネン トバンドルホストが認識されているか

ど うか。 認識されている場合、 CDF は/var/opt/opsware/install_opsware/cdfの下のホス ト上に

cdf.xmlと して保存されます。 CDFのバックアップはcdf_<タイムスタンプ>.xmlと して保存されます。

• インストールの終了時点でインフラスト ラクチャーホストが認識されない場合、 CDF はインストーラー

が起動されたサーバー上の/var/tmpの下にcdf_tmp.xmlと して保存されます。

コア定義ファイル (CDF) の再利用

-c <cdfファイル名>引数を使用してインストーラーを起動することで、 インストール時に使用するCDFを指

定できます。インストーラーはCDFの内容を読み取り、このファイル内に保存されたパラメーター値をデフォ

ルト と して使用します。 タイムスタンプにより決定される最新CDFを使用して ください。 CDFは、 CDFの保存

方法と保存時期に記載される説明にしたがって保存されます。 以下に例を挙げます。

/var/opt/opsware/install_opsware/cdf/cdf_<タイムスタンプ>.xml

中断したインストールの再開

SAインストーラーで修正可能なエラーが発生すると、 インストールが停止します。 この場合、 エラーを修正

してインストールを再試行して ください。 エラーを修正した後に中断したインス トールを再開するには、 次

の作業を実行して ください。

1 中断したインストールによって作成された一時CDFを使用してSAインス トーラーを起動します。 次に例

を示します。

/<マウン トポイン ト >/primary/disk001/opsware_installer/hpsa_install.sh -c /var/tmp/cdf_ts_temp.xml

タイムスタンプにより決定される最新CDFを使用して ください。 CDFの保存方法と保存時期 (9ページ) を

参照して ください。

2 次のような画面が表示されます。

Specify Hosts to Install
========================

Currently specified hosts:

<IPアドレス> (oracle_sas)

<IPアドレス> (word_store)

<IPアドレス> (gateway_master, osprov_boot_slice, slice, osprov_media)

Please select one of the following options:
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1. Add/edit host(s)
2. Delete host(s)

Enter the option number or one of the following directives
(<c>ontinue, <p>revious, <h>elp, <q>uit): c

この場合、 <IPアドレス>には、 中断したインストール時に指定したホストのIPアドレス (CDFから取得し

たもの) を指定します。

cを押して続行します。

3 次のような画面が表示されます。

Host Passwords
========================

Parameter 1 of 3
<IPアドレス> password []:

インストールの一部として指定した各ホストのルートパスワードを入力します。

すべてのパスワードを入力したら、 Yを押して続行します。

All values are entered.Do you wish to continue? (Y/N) [Y]:
End of interview.

このとき、 インストールが中断される前にインストールされたすべてのコンポーネン トの状態がSAイン

ストーラーによってチェ ックされます。

4 プロンプ トが表示されたらインストールの種類を選択します (中断したインス トールに対して選択した

のと同じインストールの種類を選択する必要があります)。

5 次のような画面が表示されます。

Host/Component Layout
=====================

Installed Components

Oracle RDBMS for SAS                                 : <IPアドレス>
Model Repository, First Core                         : <IPアドレス>
Multimaster Infrastructure Components                : <IPアドレス>
Software Repository Storage                          : <IPアドレス>
Slice                                                : <IPアドレス>
OS Provisioning Media Server                         : <IPアドレス>
OS Provisioning Boot Server, Slice version           : <IPアドレス>
Software Repository - Content (install once per mesh): <IPアドレス>

------------------------------------------

Select a component to assign

1. スライスすらいす

Enter the option number or one of the following directives
(<c>ontinue, <p>revious, <h>elp, <q>uit): c

cを押して続行します。

6 次のような画面が表示されます。

Interview Parameters
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====================

Navigation keys:
Use <ctrl>P to go to the previous parameter.
Use <ctrl>N to go the next parameter.
Use <tab> to view help on the current parameter.
Use <ctrl>C to abort the interview.

All prompts have values.What would you like to do:

1. Re-enter values
2. Continue

Enter the option number or one of the following directives
(<c>ontinue, <p>revious, <h>elp, <q>uit): c

SA インストーラーは、 中断したインストールによって保存された CDFに指定したパラメーター値を使用

します。 これらの値を変更する必要はありません。 cを押して続行します。

7 インストーラーの準備が完了すると、 次のような画面が表示されます。

Installed Components
====================

Components to be Installed
-------------------------

OS Provisioning Boot Server, Slice version: <IPアドレス>

Up-to-date Components (will not install)
----------------------------------------

Oracle RDBMS for SAS                                 : <IPアドレス>

Model Repository, First Core                         : <IPアドレス>

Multimaster Infrastructure Components                : <IPアドレス>

Software Repository Storage                          : <IPアドレス>

Slice                                                : <IPアドレス>

OS Provisioning Media Server                         : <IPアドレス>

Software Repository - Content (install once per mesh): <IPアドレス>

Enter one of the following directives
(<c>ontinue, <p>revious, <h>elp, <q>uit):

インストールが中断する前にインストールされたコンポーネン トが、Up-to-date Components (will

not install) の下に一覧表示されます。

アンインストールされたコンポーネン トは、 Components to be Installedの下に表示されます。

cを押して、 中断した地点からインストールを続行します。

中断したインストールを再開する場合は、 元のインストール時に指定したホストまたはコンポーネン トホス

トの割り当てを変更しないで ください。
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インストーラーログ

HPSAインストーラーは、 以下の標準ログファイルにコンポーネン トのインストール出力を記録します。

/var/log/opsware/install_opsware/hpsa_installer_<タイムスタンプ>.log

--verbose引数を指定すると、 インストーラーは各種コンポーネン トのインス トールの詳細ログを次の場所

に生成します。 /var/log/opsware/install_opsware/。 以下に例を挙げます。

• <IPアドレス>-install-infrastructure-<タイムスタンプ>.verbose.log

• <IPアドレス>-install-osprov-<タイムスタンプ>.verbose.log

• <IPアドレス>-install-slice-<タイムスタンプ>.verbose.log

• <IPアドレス>-install-word_uploads-<タイムスタンプ>.verbose.log

コンソール出力は以下の場所に記録されます。

/var/log/opsware/install_opsware/hpsa_installer_<タイムスタンプ>.log

--verboseと--debugオプシ ョ ンを指定すると、 コンソールへの出力がより詳細なものになりますが、標準

ログファイルと詳細ログファイルの内容は同じ内容のままです。

SAコアコンポーネン トの一部には、 これらのコンポーネン トのインストールについての追加の詳細情報を含

む補助的なログがあります。

SAコアコンポーネン トログの詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

モデルリポジト リのインストール時に、 次のログファイルが作成されます。 

/var/log/opsware/install_opsware/truth/truth_install_<番号>.log

/var/log/opsware/install_opsware/truth/truth_install_<番号>_sql.log

インストーラーログとCDFのセキュリテ ィ保護

セキュリテ ィ要件のレベルに応じて、 インストールまたはアップグレードチームがインストールログファイ

ルを暗号化するか、これらのファイルをセキュリテ ィで保護されたサーバーに移動することをお勧めします。

また、 必要に応じて、 インストーラー CDF に保存された機密情報を暗号化してセキュリテ ィで保護したサー

バーに移動するか、 インストーラー CDFから削除して ください。 ただし注意しなければならないのは、 SAコ

アのアップグレード とセカンダリコアインストールには特定のCDFが必要であり、 またログファイルはト ラ

ブルシューテ ィングに役に立つので、 完全に削除することはお勧めしません。

SAコアのインストールプロセスフロー

SA コアのインストールプロセスの6つの主要フェーズの概要を以下に説明します。 詳細については、 各手順

に関連付けられたクロスリファレンスを参照して ください。

1 計画:計画フェーズでは、 SAを使用して管理するファシリテ ィ とサーバーを決定する必要があります。ま

た、 自分のサイ トに適したSAのインストールの種類を選択し、 オペレーティングシステムなどの必要な

ハードウェアやソフ トウェア、 十分なネッ トワーク接続環境を備える必要もあります。

『SA概要とアーキテクチャーガイ ド』 ガイ ドおよび 『SA Installation Guide』 の第4章 「Pre-installation
System Requirement Checks」 を参照して ください。
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2 インス トール前の要件 : コアのインストールを開始する前に、 コアが、 単一のコアであるかマルチマ

スターメ ッシュ内のコアであるかに関係な く、 ホスト名を解決できること、 必要なポートが開いていて

使用できる状態にあること、 必要なオペレーティングシステムユーティ リテ ィ、 パッケージ、 パッチを

インストールしていることなどの必要な管理タスクを実行してお く必要があります。

詳細については、 『SA Installation Guide』 の第4章 「Pre-installation System Requirement Checks」 を参照し

て ください。

3 HPSA インス トーラーインタビューの前提条件に関する情報 : インス トーラーのインタビューモー

ドでは、 インタビュー中に利用可能な動作環境についての特定の情報を入力するよう求められるため、

これらの情報を準備してお く必要があります。 入力した情報は、 コア定義ファイル (CDF) に保存されま

す。 この情報を収集し、 インストール前のインタビューを実行する際にこの情報をすぐに使用できるよ

うにしてお く必要があります。 必要な情報には、 コアが管理するファシリテ ィ名、 認証ド メイン、 ホス

ト名と IPアドレス、 SAユーザーとOracleデータベースで使用するパスワードなどがあります。 

インス トーラーインタビュー中に必要となる情報の詳細については、 『SA Installation Guide』 の付録B
「SA Core Parameter Reference」 を参照して ください。

4 SAコアのインス トール: このフェーズでは、 インストーラーを実行し、 インストールインタビューを

完了し、 次のいずれかの種類のコアをインストールします。

— 第1コアまたは単一のコアのインス トール: 『SA Installation Guide』 の 「 1. SA Core with a 
Local HP-supplied Database」 

— マルチマスターメ ッシュのセカンダ リ コアのインス トール: 『SA Installation Guide』 の 「8. 
SA First (Primary) Core with a Secondary Core (Multimaster Mesh) 」

5 インス トール後の作業: 『SA Installation Guide』 の第6章 「SA Core Post-Installation Tasks」

6 コアの構成: SAを構成し、 SAユーザーとグループの作成などのタスクを実行します。 このフェーズを終

了すると、 システム管理者がSAを運用できる状態になります。 詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参

照して ください。

図には、 SAコアのインストールの全プロセスを示します。

SAコアのインストールプロセスフロー 
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コアの構成
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SAインストーラーの前提条件チェ ックフェーズ

SAは、 SAコアインストールの最小ベースライン要件の検証を実施します。 この検証は、 SAコアインストール

時にSAインストーラーによって自動的に行われます。 このチェ ックをインス トール前のスタンドアロンユー

ティ リテ ィ と して実行し、 サーバーがSAコアホスト と して適していることを確認してからインストールを開

始することもできます。 

検証でサーバーが満たしていない要件が見つかると、 インストールが停止し、 その問題を解決するまでイン

ストールを続行できません。 推奨構成に適合しない場合は警告が表示されますが、 インストールは続行でき

ます。

チェ ック時に検証される前提条件は次のとおりです。 

• ホストの物理特性

— 物理メモリー

— CPU数 (コアまたは物理)

— ループバック ド ライバーのMTU (Linuxのみ)

— IDEディスク ド ライブの最適化

• Oracleデータベース  - ディスク容量、 パラ メーター、 表領域の要件 (既存のOracleインストールのみ)

— サポート されているOracleバージョ ンのインストール

— 必要なOracleパッチのインストール

— サポート されているオペレーティングシステム構成

— スワップ領域のサイズ

— 一時領域

— ユーザー oracleの定義

— リモートデータベースホスト上のdb.portパラメーターによって指定されたポートの監視と接続の

許可

• 必要なパッケージ - インストールする必要があるパッケージ 

• 必要なパッチ - インストールする必要があるパッチ (SunOSのみ) 

• 推奨パッケージ  - インストールを推奨するパッケージ 

• 非サポートパッケージ  - インストールしてはいけないパッケージ 

• 予約ポート  - 開いて、 使用可能にしてお く必要があるポート

• ディスク容量の要件 - インストールに必要な最小ディスク容量が使用可能であることの確認 (新規イ

ンストールのみ)

• オペレーティングシステム構成:

— ホスト名が完全修飾ド メイン名 (FQDN) で、 解決可能であること

— ファイルシステム (リンクの維持、 大文字と小文字の区別)

— ユーザーとグループの新規作成機能

— スワップ領域の割り当て

— タイムゾーン設定 (UTC - Linuxシステム上のシステム時計に一致するようにhwclockを設定) およびロ

ケール (en_US.UTF-8またはそれと同等)

— ランレベル (Linuxのみ)
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— NFSバージョ ン

— VxFSなし  (SLESのみ)

— 十分なtemp容量が使用可能

— localhostの変換が利用可能 (Linuxのみ)

— /etc/inet/hostsと/etc/hostsがどちらもプレーンテキスト ファイルであること  (SunOSのみ)

— Selinuxが稼働 (Red Hat Linux 5 ASおよび6 ASのみ)

— 重要なファイルパスにシンボリ ックリンクが含まれていないことの確認

— gzipのインストール (SunOSのみ)

前提条件チェ ックにはルート権限が必要です。 チェ ックでは、 必須項目と推奨項目の両方を検証します。 検

証が不合格になった場合、必要なパッケージ、Oracle設定などの必須項目は修正が必要ですが、CPUの数など、

より優先されるビジネス要件がある推奨項目の場合、 SAコアのインストールをそのまま実行できます。

HP以外から提供されたOracleインストールの前提条件検証

HPが提供する Oracleデータベースではな く既存のOracle インストールを使用する場合、 そのデータベースは

『SA Installation Guide』 の 「Oracle Setup for the Model Repository」 で説明されている要件を満たす必要があ

ります SA コアのインス トールと既存データベースのインス トールを開始するとき、 前提条件チェ ッカーが

Oracleの要件とコアサーバーの要件を検証します。

SAコアサーバーの検証

SAコアのインストールを開始すると、 インストーラーが、 Oracleデータベースのインストール前と SAコアコ

ンポーネン トのインストール前に前提条件チェ ックを実行します。 検証中の項目と検証結果を示した検証の

進行状況が、 画面に表示されます。 検証中、 次のような画面が表示されます。

Processing on Linux/5AS-X86_64 using
/tmp/OPSWprereqs-40.0.0.0.54/Linux_oracle_rqmts.conf
    Checking 'required' packages for Linux/5AS-X86_64
    Checking 'required' patches for LINUX/5AS-X86_64
    Checking 'recommended' packages for LINUX/5AS-X86_64
    Checking 'absent' packages for LINUX/5AS-X86_64
    Testing memory size
    Testing for number of CPUs
    Testing hostname for FQDN
    Testing swap space allocated
    Verify timezone is UTC
[...]

検証によってシステムが推奨構成を満たしていないことが判明した場合は、 インストールを停止し、 推奨事

項に合わせて修正した後、 インストールを再開するか、 変更せずにインス トールを続行します。

前提条件

SA前提条件チェ ックには、 /bin/sh Unixシェルが必要です。 /bin/shを利用できない場合、 前提条件チェ ッ

クは実行されません。
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手動による前提条件チェ ック

この項で説明する手順を使用して、 SA前提条件チェ ックを手動で実行できます。 Oracle RDBMSをインストー

ルする前にSA前提条件チェ ックを手動で実行すると、 次の項目が検証されます。

• CPUの要件

• ディスク容量の要件

Oracle RDBMSのインストール後、 SAコアコンポーネン トのインストール前にSA前提条件チェ ックを手動で実

行すると、 次の項目が検証されます。

• Oracle RDBMSをローカルでインストールする場合に必要なRDBMSバージョ ンとパッチ

Oracle データベースをリモートでインス トールする場合、 前提条件テストによって、 現在のコアインス トー

ルのコア定義ファイル (CDF) からデータベースアクセス情報が抽出されます。 データベースにアクセス可能

な場合、データベースがOracleのTranslation Name Service (TNS) を使用してリモートモードでテスト されます。

アクセシビリテ ィは、 データベースの一部またはOracleの InstantClient と してインストールされるSQL*Plusの

可用性によって異なります。

SAコアのホストを予定しているサーバーのコマンドラインから前提条件チェ ックを起動します。

次のファイルを検索します。 

/<マウン トポイン ト >/primary/disk001/opsware_installer/OPSWprereqs-<version>.zip

このフ ァ イルを解凍すると、 スク リプ ト preinstall_requisites.shが格納されたサブディ レク ト リ

OPSWprereqs-<バージョン>が作成されます。

使用方法

.../preinstall_requisites.sh <フェーズ> [--upgrade] [--cdf_file=<パス>] 

[--resp_file=<パス>] [--verbose | --silent]

引数は次のとおりです。

表2 前提条件チェ ックスクリプ トの引数

引数 説明

<フェーズ> Oracleデータベース検証またはSA コアホスト検証を

指定します

有効な値: Oracle、 core_inst、 satellite

<パス> 有効な SA インス トーラーコア定義ファイル (CDF) へ

の完全修飾パス

--upgrade アップグレードを指定し、 ディスク容量のチェ ック

を無効にします。 指定しないと、 新規インス トール

を想定し、 SAコンポーネン トが現在インストールさ

れていないことを前提としたディスク容量のチェ ッ

クが実行されます。 

--cdf_file=<パス> 現在のインストールの有効な CDFへのパスを指定し

ます。指定すると、Oracleインストールの値など、 イ

ンス トールプロセス中に指定する必要があるい くつ

かの値が、 CDF から取り込まれます。 
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スクリプ ト を実行するにはルート権限が必要です。 ログインユーザーがユーザーとグループを作成できるか

どうかを確認するためのテストが行われます。 このため、 SA前提条件チェ ックを実行するユーザーにはユー

ザーとグループの作成権限が必要ですが、 現在のユーザーとインストーラーを実行するユーザーは同じであ

る必要があります。

前提条件チェ ックの解釈

前提条件チェ ックが完了すると、 次のようなメ ッセージが表示されます。 

Prerequisite Checks
===================

Results for <IPアドレス>:

 FAILURE Insufficient swap space (18 GBytes).
24 Gbytes is the recommended for Oracle.

WARNING File system ‘/’ has 29447 MBytes available and 154050 is 
recommended.

FAILURE Nothing listening at db.host:db.port (ip_address).
Note:Can be ignored if core install will be performed 
using hpsa_install script.

Enter the option number or one of the following directives:
(<c>ontinue, <p>revious, <h>elp, <q>uit)

SAの前提条件チェ ックでは、 警告または失敗が確認されます。 失敗が確認された場合、 インストールは失敗

しているか不完全である可能性があり、 インストールを続行するには問題を解決する必要があります。 警告

が確認された場合は、インストールを続行できます。ただし、問題を解決せずに続行すると、コアのパフォー

マンスが低下する可能性があります。

サーバーが前提条件チェ ックに合格すれば、 インストールを続行できます。

コアの時刻の要件

コアサーバー (単一のコアまたはマルチマスター ) とサテライ ト コアサーバーは、次の要件を満たす必要があ

ります。 これらの時刻要件は管理対象サーバーには適用されません。

• すべてのSAコアサーバーのタイムゾーンを協定世界時 (UTC) に設定する必要があります。 

• すべてのSA コアサーバーがシステムクロックの同期を維持する必要があります。 通常は、 NTP ( ネッ ト

ワークタイムプロ ト コル) サービスを使用する外部サーバーを通じてシステムクロックを同期します。

Linuxの時刻構成 

--resp_file=<パス>

(SA 10.0へのコアの最初のアップグレード時のみ)

7.8x または9.x SA コアの10.0 への最初のア ッ プグ

レードでは、 応答ファイルを既存のインストールか

ら指定できます。 コアパラ メーターは、 応答ファイ

ルから取り込まれデフォルト値と して使用されま

す。その後のアップグレードではCDFを使用します。 

--verbose | --debug | --silent verbose または -- debugは追加出力を表示し、

silentは出力を表示しません。

表2 前提条件チェ ックスクリプ トの引数 （続き）

引数 説明
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Linuxサーバーでタイムゾーンを構成するには、 次のタスクを実行します。

1 ディレク ト リ  

/usr/share/zoneinfo/UTC 

を

/etc/localtimeにコピーするか、 リンクします。

2 /etc/sysconfig/clockファイルに次のラインが含まれていることを確認します。

ZONE="UTC"
UTC=true

ロケールの要件

モデルリポジ ト リ とソフ トウェアリポジ ト リ  ( スライスコンポーネン トバンドルの一部 ) をホス ト している

サーバーには、 en_US.UTF-8ロケールがインストールされている必要があります。 

管理対象サーバーからのデータをさまざまなロケールを使用して表示するには、 Global File System (OGFS) を

ホストするサーバーにもすべてのロケールがインストールされている必要があります。 

Windowsパッチの英語以外の言語のロケールの有効化についての詳細は、 『SAユーザーガイ ド : サーバーの

パッチ適用』 を参照して ください。

en_US.UTF-8ロケールがサーバーにインストールされているかどうかを確認するには、次のコマンドを入力

します。

echo $LANG

ロケールを定義または変更するには、 /etc/sysconfig/i18nファイルに次の値を入力します。 

LANG="en_US.UTF-8"
SUPPORTED="en_US.UTF-8:en_US:en"

Windows Server 2003、 2008、 2008 R2 x64、 2012への

Windows Updateサービスのインストール

SAエージェン ト を管理対象サーバーにインストールするには、 Windows Updateサービスをインストールする

必要があります。

• Windows Updateサービスのスタートアップの種類構成を自動に設定します。

• Windows Updateサービスのスタートアップの種類を手動に設定すると、 エージェン トは、 ソフ トウェア

の登録、 コンプライアンススキャンの実行、 パッケージまたはパッチの修復のたびに、 サービスを開始

する必要があります。

• Windows Updateサービスのスタートアップの種類が無効になっていると、 エージェン トがサービスを開

始せず、 管理対象サーバー上のインス ト ール済みパッチおよび必要なパッチを検出できないため、

Windowsパッチのコンプライアンススキャン中にスキャンエラーが発生します。 

Windowsイベン ト ログに、 次のサイ トで説明されている{E60687F7-01A1-40AA-86AC-DB1CBF673334}

エラーが記録されます。 

http://support.microsoft.com/kb/896224
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Linuxのユーザーとグループの要件のチェ ック

Linuxサーバーへのインストール時に、SAインストーラーが新しいユーザーとグループを作成します (OMDBを

インストールしている場合、 そのインストーラーもユーザーとグループを追加します)。

次のユーザーとグループが作成されます。   

VM上のSAコアの要件のチェ ック  (オプシ ョ ン)

SAコアは、Red Hat Enterprise Linux 5 (アップデート 6以降) をゲストオペレーティングシステムとして実行して

いるVMware VMに対して認証されています。 ここでは、 SA コアをVMware VMにインストールするための要件

と、 インストール手順について説明します。

サポート されるハイパーバイザーとゲストオペレーテ ィングシステム

配布メディアのドキュメン トディ レク ト リにある 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照して くださ

い。 このドキュメン トは、 次のサイ トからダウンロードすることもできます。

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp 

モデルリポジト リに対してサポート されるOracleバージョ ンのリストについては、 『SA Support and 

Compatibility Matrix』 を参照して く ださい。

VMのCPUと メモリーの要件

表4に、 VMでSAコアを実行するための最小CPU数と必要なメモリーを示します。  

表3 SA/Linuxインストール時に作成されるユーザーとグループ

ユーザー ID グループ ホームディレク ト リ シェル

twist users /var/opt/opsware/twist /bin/sh

occ occ /var/opt/opsware/occ /bin/sh

opswgw opswgw /var/opt/opsware/

opswgw-<gw名>

/sbin/nologin

**oracle oinstall /u01/app/oracle /bin/bash

**SAに付属のOracleインス トールのみ

表4 VMのCPUと メモリーの要件

VMの数 VMごとのCPUの数とRAM 管理対象サーバーの数

4 CPU
16GB RAM

4 CPU
16GB RAM
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SAがVMにインストールされているコアコンポーネン ト をサポートするのは、 VM構成が、 VMwareのベストプ

ラクテ ィスに従ってリ ソース割り当てと全体の作業負荷を管理する場合だけです。 同じ ESX ハイパーバイ

ザーを共有する他のVMが、 SA コアをホストするVMの使用可能なリソースに大きな影響を与えないことを確

認する必要があります。 HPサポートがパフォーマンス問題を ト ラブルシューティングする際には、 ESXハイ

パーバイザー内で SA コアをサポートする VM だけをアクテ ィブにした環境で問題を再現するよう要求する場

合があります。

VMが適切に機能するよ うにするには、 物理リ ソース  (CPUと物理メモ リー ) をオーバーコ ミ ッ ト メ ン ト しな

いよ うにする必要があ り ます。 こ う した リ ソースのオーバーコ ミ ッ ト メ ン トは、 パフォーマンス問題や時刻
同期問題の原因とな り ます。

SAサテライ トのメモリーの要件

表5に、 VMでSAサテライ ト を実行するための最小CPU数と必要なメモリーを示します。 

ハードウェアパフォーマンスの問題

SAコアVMを実行するハイパーバイザーのハードウェア要件は、 次の要因に基づいて変わります。

• 推奨されるSAコアVM構成をサポートするためのハイパーバイザー内の物理CPUと メモリーの可用性

• 物理サーバーで同時に実行されるVMの数 

• SAコアが管理するサーバーの数

1 インフラスト ラクチャー

コンポーネン トバンドル

SAプロビジ ョニング

バンドル

スライスコンポーネン ト

バンドル

960

2 インフラスト ラクチャー

コンポーネン トバンドル

SAプロビジ ョニング

バンドル

スライス0コンポーネン

トバンドル

スライス 1 コンポーネン

トバンドル

2250

表4 VMのCPUと メモリーの要件 （続き）

VMの数 VMごとのCPUの数とRAM 管理対象サーバーの数

表5 サテライ トのCPUと メモリーの要件

VMの数 VMごとのCPUの数とRAM 管理対象サーバーの数

2 CPU
2 GB RAM

1 サテライ ト コンポーネン ト 1500
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• 同時に実行する操作の数と複雑さ

• SA Command Centerにアクセスする同時ユーザーの数

• SAコアが稼働するファシリテ ィの数

パフォーマンスの改善の詳細については、 次のファイルを参照して ください。

http://www.vmware.com/pdf/VI3.5_Performance.pdf

VMware Virtual Centerの要件

VMにインストールされているSAコアでは次のVirtualCenter機能の使用は検証されていないため、 インストー

ルで起こりえる問題をHPサポートが診断することは困難です。

•  スナップシ ョ ッ ト

•  DRS (Distributed Resource Scheduling)

•  VMotion

•  Storage VMotion

•  フォールト ト レランス

•  HA (高可用性)

HPでは、 これらの高度なVirtual Center機能の検証を継続して行い、 サポートが提供可能になった時点でお知

らせします。

SANまたはNASデバイスでのSAコアコンポーネン ト VM

VMイメージがローカルディスクまたはSANから実行されている場合、VMでのSAコアコンポーネン トの実行が

サポート されます。 VMイメージがNASデバイスに保存されている場合、 VMでのSAコアコンポーネン トの実行

はサポート されません。

VMware VMのタイムキーピング問題

VMware, Inc. のド キュ メ ン ト、 『Timekeeping in VMware Virtual Machines (VMware® ESX 3.5/ESXi 3.5, VMware

Workstation 6.5)』 に記載されたさまざまなタイムキーピングソリューシ ョ ンのガイド ラインに関する知識が

必要です。 このホワイ トペーパーの説明に従ってVMへのCPU圧力も回避する必要があります。

VMware Tools

VMware Toolsは、 SAを実行するVMにインストールできますが、 VMware Toolsの定期的な時刻同期オプシ ョ ン

を無効にする必要があります。 

タイムキーピング問題による衝突

VMware VMのタイムキーピング問題 (22ページ) で紹介したVMwareホワイ トペーパーに説明されている時間

スキューによって、VMware VMベースマルチマスターメ ッシュ内のSAコアの時刻の同期が外れると、メ ッシュ

で衝突が発生する可能性があります。

メ ッシュでの衝突を検出した場合、 次の点を確認する必要があります。

— 次の項で紹介するVMwareホワイ トペーパーに記載されているタイムキーピングソリューシ ョ ンが

有効になっており、 構成されている。

— VMwareタイムキーピングの実装が正し く構成されている。
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衝突の解決の詳細については、 『SA 管理ガイド』 の 「モデルリポジト リの監視」 の 「マルチマスターの競合」

を参照して ください。

衝突の回避

VMware, Inc.ドキュ メン ト 『Timekeeping best practices for Linux』 に基づいて独自のタイムキーピングソリュー

シ ョ ンをカスタマイズできます。 ドキュ メン トは次のサイ トにあります。

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/

search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1006427(英語サイ ト )

このURLが変更または利用不可になっている場合、 http://www.vmware.comでペーパーをタイ トルで検索

できます。

または、 SAコア/VMware VM環境で動作することが明らかになっている、次のテス ト済みの構成を使用でき

ます。

NTPの設定

1 次のエン ト リをntp.confファイルに追加します。

a tinker panic 0 

大きな時間のずれがあっても停止しないようにNTPに指示します。 このエン ト リは、 ntp.confファ

イルの一番上に存在する必要があります。

b restrict 127.0.0.1 

ローカルクロックをタイムソースとして使用しません。

c restrict default kod nomodify notrap 

d server <NTPサーバー > 

(たとえば、 ntp.dev.opsware.com)

e driftfile /var/lib/ntp/drift

2 次の行をコ メン トアウト します。

server 127.127.1.0 
fudge 127.127.1.0 stratum 10 

3 NTPデーモンを再起動します。

4 VMware Toolsの定期的な時刻同期オプシ ョ ンが無効になっているか、またはVMware VMtoolsがインストー

ルされていないこと  (この場合もVMの時刻の同期を確認する方法は必要です) を確認します。

VMware VM環境下でのSAコアのインストール手順

VMware VM環境下でのSAコアのインストール前の要件、 ディスク容量の要件、 インストール、 インストール

後の要件は、 物理サーバーのインストールの場合と同じです。 本書で説明する手順を使用して、 SAコアを既

存のVMware VMにインストールできます。
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Windows Server 2000、 2003、 2008、 2008 R2 x64での

エージェン トのインストール

SAエージェン ト を管理対象サーバーにインストールするには、 Windows Updateサービスをインストールする

必要があります。

• Windows Updateサービスのスタートアップの種類構成を自動に設定します。

• Windows Updateサービスのスタートアップの種類を手動に設定すると、 エージェン トは、 ソフ トウェア

の登録、 コンプライアンススキャンの実行、 パッケージまたはパッチの修復のたびに、 サービスを開始

する必要があります。

• Windows Updateサービスのスタートアップの種類が無効になっていると、 エージェン トがサービスを開

始せず、 管理対象サーバー上のインス ト ール済みパッチおよび必要なパッチを検出できないため、

Windowsパッチのコンプライアンススキャン中にスキャンエラーが発生します。 

Windowsイベン ト ログに、 次のサイ トで説明されている{E60687F7-01A1-40AA-86AC-DB1CBF673334}

エラーが記録されます。 

http://support.microsoft.com/kb/896224

Veritas File System (VxFS)

SAは、 Linux AS4 x86_64、 Linux Server 5 x86_64、 Solaris 10のVeritas File System (VxFS) をサポート します。 その

他のオペレーティングシステムではVxFSはサポート されません。 VxFSを実行しているサポート対象外のオペ

レーティングシステムにSAコンポーネン ト をインストールしよう とすると、 インストールが失敗し、 バック

アウトが必要になります。 SAインストーラー前提条件チェ ッカーがSAコアおよびサテライ トに対してVxFSを

検証し、 前提条件が満たされていない場合、 SAがインストールされる前にインストールが失敗します。 VxFS

はOracleホストに対して検証されていないため、OracleをSAコアコンポーネン ト と同じホストにインストール

すると、 Oracleのインストールは成功しますが、 続く コアのインストールが失敗します。

Red Hat Enterprise Linux AS 5 x64コアホストには、 次のパッケージをインストールしないで く ださい。

• apache

• dhcp (OS プロビジ ョニングコンポーネン トのみをインストールしたコア)

• httpd

SAインストーラーを使用したOracle 11gのインストールの

要件

モデルリポジト リには、 インストール済みのOracleデータベースが必要です。 SAインストーラーを使用して、

HP が提供する Oracle 11g データベースを、 Solaris 10 x86_64 サーバーまたはRed Hat Enterprise Linux 4 AS

x86_64、 Red Hat Enterprise Linux 5 AS x86_64、 SUSE Linux Enterprise Server 10 x86_64サーバーにインストール

できます。 既存のOracleインストールも使用できます。 どの方法を選択する場合でも、 詳細については 『SA
Installation Guide』 の 「Oracle Setup for the Model Repository」 を参照して ください。

NFSサービスの構成

お使いのオペレーティングシステムに応じて次のタスクを実行します。
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Red Hat Enterprise Linux

NFSv2またはNFSv3、あるいはその両方が無効の場合、 /etc/sysconfig/nfsで次のパラメーターを変更する

必要があります。

MOUNTD_NFS_V2=yes
MOUNTD_NFS_V3=yes

nfsdのNFSv4サポートを無効にするには、 以下を/etc/sysconfig/nfsに追加します。

RPCNFSDARGS="--no-nfs-version 4"

SUSE Linux Enterprise Server

nfsdのNFSv4サポートを無効にするには、 以下を/etc/sysconfig/nfsに追加します。

NFS4_SUPPORT="no"

NFSv2とNFSv3を無効にするために/etc/init.d/nfsserverを手動で変更しなかった場合は、mountdに対し

て変更を行う必要はありません。

NFS/RPCサーバーのポートの構成

SAで使用されるポートの一覧については、 開いている必要があるポート  (29ページ) を参照して ください。 お

使いのオペレーティングシステムに応じて次のタスクを実行します。

Red Hat Enterprise Linux

/etc/sysconfig/nfsで以下のパラメーターを追加または有効にします。

MOUNTD_PORT=<SA以外のポート番号を選択>

LOCKD_TCPPORT=<SA以外のポート番号を選択>

LOCKD_UDPPORT=<SA以外のポート番号を選択>

STATD_PORT=<SA以外のポート番号を選択>

STATD_OUTGOING_PORT=<SA以外のポート番号を選択>

rquotadを有効にした場合は、 /etc/sysconfig/nfsで以下のパラメーターを追加または有効にします。

RQUOTAD_PORT=<SA以外のポート番号を選択>

SUSE Linux Enterprise Server

mountdの場合、 /etc/sysconfig/nfsを変更して、 以下のパラメーターを変更または追加します。

MOUNTD_PORT=<SA以外のポート番号を選択>

lockdの場合、 /etc/modprobe.d/lockdを作成または編集して、 以下を追加します。

options lockd nlm_udpport=<SA以外のポート番号を選択> 

nlm_tcpport=<SA以外のポート番号を選択>

statdの場合、SUSE Linux Enterprise Serverがインストールされていて実行中なら、/etc/init.d/nfsserver

を編集し、 startproc /usr/sbin/rpc.statdを検索して、 SA以外のポートを指定する-pパラメーターを追

加します。 以下に例を挙げます。

startproc /usr/sbin/rpc.statd --no-notify -p<SA以外のポート番号を選択>

rquotadの場合、 SUSE Linux Enterprise Serverがインストールされていて実行中なら、 /etc/servicesを編集

し、 rquotadのTCP/UDPポートを追加または編集します。 次に例を示します。

rquotad <SA以外のポート番号を選択>/tcp
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rquotad <SA以外のポート番号を選択>/udp

NFSサービスの再開

必要な変更を行った後、 次のようにしてNFSサーバーサービスを再開します。

Red Hat Enterprise Linux
/sbin/service nfs restart

SUSE Linux Enterprise Server
/sbin/service nfsserver restart

ディスク容量の要件

各コアサーバーでは、 ルートディ レク ト リに ( オペレーテ ィ ングシステムのファイルシステムに必要なディ

スク容量以外に) 72 GB以上の空きハードディスク容量が必要です。SAコンポーネン トは、 /opt/opswareディ

レク ト リにインストールされます。 表6に、 SA コアコンポーネン ト をインス トールし、 実行するために推奨

される空きディスク容量の要件を一覧します。 これらのサイズは、 プライマリプロダクシ ョ ンデータ用の推

奨値です。 バックアップ用の追加スト レージは別途計算する必要があります。  

表6 SAディスク容量の要件

SAコンポーネン ト

ディ レク ト リ

推奨空きディスク

容量

要件の根拠

/etc/opt/opsware 50 MB すべてのSAコアサービスの構成情報。(ディスク使用量は固定)

/media* 15 GB OSプロビジ ョニング: このメディアディ レク ト リには、 NFS

またはCIFSで共有する OS インストールメディアが保存され

ます。 このデ ィ レク ト リの初期サイズは、 Windows Server

2003 CD (700mb)、Red Hat 3 AS CD (2GB)、SUSE 9 SP3 (10GB) な

ど、 プロビジ ョ ニングを予定しているすべてのOS インス

トールメディ アセッ トの合計サイズによって異なります。

OSインストールのネッ トワーク共有は、 SAコアシステムに

常駐させる必要がな く、 通常、 マルチマスターメ ッシュの

拡大に伴って複数のサーバーに分散されます。 (ディスク使

用量は有限。 増加単位が大き く急激に増加)

/opt/opsware 15 GB すべてのSAコアサービスの基本ディレク ト リ。 (ディスク使

用量は固定)

/u01/oradata
/u02/oradata

/unn/oradata ... 

20 GB すべてのモデルとジ ョ ブ履歴の情報が格納された Oracle表

領域ディレク ト リ。 一般的なサイズは5GB～50GBの範囲に

あり、 作業の頻度や種類、 管理対象のソフ トウェアとサー

バーの総計、 ガベージコレクシ ョ ンの 頻度設定によって異

なります。 (ディスク使用量は有限。 増加単位が小さ く徐々

に増加)
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* 表6のアスタ リスクが付いたエン ト リは、 インス トールプロセス中に変更可能な、 ディ レク ト リパスのデ

フォルトです。 これらのディ レク ト リの推奨ディスク容量は、 平均サイズのディ レク ト リに基づいており、
使用量に応じて増減します。

パフォーマンス上の理由から、 SA コンポーネン トはネッ トワークファイルサーバーではな く ロー
カルディスクにインス トールして く ださい。 ただし、 ソフ トウェアリポジ ト リの場合、 内部スト
レージ、 ネッ トワーク接続スト レージ (NAS)、 ス ト レージエリアネッ トワーク  (SAN) など、 さまざ
まなスト レージソリューシ ョ ンを使用できます。 

モデルリポジト リ  (データベース) のディスク容量の要件

Oracle ソフ トウェアとモデルリポジ ト リのデータファイル用に追加のディスク容量が必要です。 データベー

スのスト レージ要件は、 管理対象サーバーの数が増えるにつれて増加することを覚えておいて ください。

ベンチマークの数値として、SAが管理するファシリティ内の1,000サーバーごとに3.1 GBのデータベースストレー

ジの追加を許可する必要があります。 表領域のサイズ設定の際には、 表7に示す一般的なガイド ラインに従

います。 表領域のより正確なサイズを決定する必要がある場合、 技術サポート担当にお問い合わせください。  

/var/log/opsware/word 80 GB すべてのSA コアコンポーネン トによって使用される合計ロ

グ 領域。 (ディスク使用量は固定)

/var/opt/opsware/word 80 GB  インスタンス、 PID ファイル、 ロックファイルなどを含む、

すべてのSA コアコンポーネン トによって使用される合計実

行領域。 インスタンス、 PIDファイル、 ロックファイルなど

を含む、 コアコンポーネン ト。 (ディスク使用量は固定)

/var/opt/opsware/
word* 

80 GB SA にインポート されるソフ トウェアによって使用される合

計ディスク容量。 理論的には、 インポートするソフ トウェ

アの大きさに依存し、 ディスク使用量は無限です。 初期サ

イズの計算は、 SAの管理対象となるすべてのパッケージと

パッチの合計サイズに基づきます。 既知サイズは10GB ～

250GBの範囲です。

/var/opt/opsware/
ogfs/export/store 

20 GB Global File System (OGFS) に対応する SA ユーザーアカウン ト

のホームディレク ト リ。

表6 SAディスク容量の要件 （続き）

SAコンポーネン ト

ディ レク ト リ

推奨空きディスク

容量

要件の根拠

表7 表領域のサイズ

表領域 MB/1000サーバー 最小サイズ

AAA_DATA 256 MB 256 MB

AAA_INDX 256 MB 256 MB

AUDIT_DATA 256 MB 256 MB

AUDIT_INDX 256 MB 256 MB

LCREP_DATA 3,000 MB 1,500 MB

LCREP_INDX 1,600 MB 800 MB

TRUTH_DATA 1,300 MB 700 MB
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ソフ トウェアリポジ ト リのディスク容量の要件

ソフ トウェアリポジト リは、 ソフ トウェアパッケージなどのインストール可能なファイルを保存するリポジ

ト リで、 スライスコンポーネン トバンドルに含まれます。 通常のインストールでは、 ソフ トウェアリポジト

リをホストするサーバーに最初に約300 GBを割り当てます。ただしパッケージの数やサイズ、構成バックアッ

プの頻度や期間によっては、 容量を増やす必要があります。

メディアサーバーのディスク容量の要件

OSプロビジョニングの要件によって異なります。 このコンポーネントには、 プロビジョニング予定のすべての

オペレーティングシステムバージョンのOSメディア用に、 十分なディスク容量を割り当てる必要があります。 

ネッ トワークの要件

この項では、 ファシリテ ィ内のネッ トワークの要件、 コアコンポーネン トに必要な開いているポート、 名前

解決の要件について説明します。 これらの要件は、 プライマリコア、 セカンダリコア、 およびサテライ トの

インストールに適合する必要があります。

フ ァシリテ ィ内のネッ トワークの要件

インストーラーを実行する前に、 ネッ トワーク環境が次の要件を満たしている必要があります。

• すべてのSAコアサーバーを同じローカルエリアネッ トワーク  (LANまたはVLAN) 内に置く ことを推奨しま

す。 コアが異なる複数のサブネッ トにある場合は、 パフォーマンスの問題が発生する可能性があるので

注意が必要です。

• すべてのSAコアサーバーと、 SAコアが管理するサーバー間にフルのネッ トワーク接続が存在する必要が

あります。

• コアサーバーは、 ユーザーアカウン トがローカルに管理されることを期待しており、 ネッ トワーク情報

サービス (NIS) ディレク ト リを使用してパスワード とグループ情報を取得できません。コアコンポーネン

トのインストール中、インストーラーは、い くつかのターゲッ トアカウン トが存在するかどうかをチェ ッ

クした後でアカウン ト を作成します。 NISを使用している場合、 このチェ ックが失敗します。

• ソフ トウェアリポジト リには、 Linux Network File System (NFS) サーバーが必要です。 『SA Installation 
Guide』 の 「Additional Linux Requirements」 も参照して ください。

• ソフ トウェアリポジト リ、 OS プロビジ ョニングメディアサーバーなどのコアコンポーネン トにネッ ト

ワークス ト レージを使用する場合、 コンポーネン トのインス トール先ディレク ト リに NFS経由で書き込

みできる権限がrootユーザーにあることを確認する必要があります。 

• コアと管理対象サーバーのNICアダプターの速度とデュプレックスモードが、接続先のスイッチと一致し

ている必要があります。 不一致があると、 コアと管理対象サーバー間のネッ トワークパフォーマンスが

低下します。

TRUTH_INDX 400 MB 400 MB

STRG_DATA 1,300 MB 700 MB

STRG_INDX 400 MB 400 MB

表7 表領域のサイズ （続き）

表領域 MB/1000サーバー 最小サイズ
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• 指定したどのコアサーバー上でも、 同じサブネッ ト上に複数のインタフェースがある構成はサポート さ

れていません。 スライスサーバーに複数のインタフェースがある場合、 アクティブなインタフェースど

う しは別のサブネッ ト上に存在する必要があります。

• ネッ トワーク設定は、 制限に関する Linux iptablesルールなど、 SA コアホストサーバー上のファイア

ウォール設定やSA Web クライアン トで使用されるネッ トワークポートのアクセシビリテ ィに影響を与

える可能性があります。 これらのオペレーティングシステムまたはネッ トワークの設定で必要なアクセ

スを許可するようにして ください。

• SAゲートウェイは、 ポート 443へのトンネリングのみをサポート します。 次に示すように、 他のポート

へのトンネリングを許可するには、 ゲートウェイ校正の変更が必要になる場合があります。

— 他のポートでiLOを使用する場合。

— 443以外のポートにあるvCenterサーバーと統合する場合。

— OpenStackデプロイメン ト と統合する場合。 この場合、 5000、 8774、 8776の各ポートへのトンネリ

ングを許可するか、 デプロイメン トでカスタマイズしたポートへのトンネリングを許可する必要が

あります。

詳細については、 『SA ユーザーガイド : 仮想化管理』 の 「仮想化サービスのタスク」 を参照して く

ださい。

ゲートウェイホスト を特定するには、iLOまたは仮想化サービスサーバーからopswgw.argsファイルを開きま

す。 opswgw.argsファイルは、 管理対象サーバーの次のディレク ト リに格納されています。

— UNIX/Linuxの場合: /etc/opt/opsware/agent

— Windowsの場合: %SystemDrive%\Program Files\Common Files\Opsware\etc\agent

この例では、 エージェン トゲートウェイの名前はopswgw-agws1-TEAL1です。

1 ゲートウェイホストで、 opswgw.customファイルを開きます。

opswgw.customファイルは、 ゲートウェイホストの次のディレク ト リに格納されています。

— UNIX/Linuxの場合: /etc/opt/opsware/opswgw-agws1-TEAL1

— Windowsの場合: %SystemDrive%\Program Files\Common 
Files\Opsware\etc\opt\opsware\ opswgw-agws1-TEAL1

2 ト ンネリングを許可する各ポートで (ポート 5000など)、 次の行を新たに追加します。

opswgw.EgressFilter=tcp:*:5000::

3 ファイルを保存して閉じます。

4 次のコマンドを実行して、 ゲートウェイホスト上のエージェン トゲートウェイコンポーネン ト を再起動

します。

/etc/init.d/opsware-sas restart opswgw-agws

開いている必要があるポート

表8に示されたポートのオープンを許可するようにコアサーバーを保護するファイアウォールを構成する必

要があります。 表に示されているポート番号はデフォルト値です。 インス トール中にポートが変更される可

能性があるため、 適切なポート を開いた状態にして ください。

表8 SAコアを保護するファイアウォール上で開いているポート

ソース 行先 開いているポート メモ

管理デスク ト ップ スライスコンポーネン ト

バンドルホスト

80、 443、 8080 必須
クイックリファレンス: SAのインストール要件 29



* ポート 1521はデフォルト Oracle リスナー (listener.ora) ポートですが、 Oracle構成で別のポートを指定で

きます。 1521以外のポート を使用するようにインストールを変更した場合、 Oracle リスナーステータスから

ポート番号をチェ ックし、 Oracle リスナー用の正しいポートのオープンを許可するようにファイアウォール

が構成されていることを確認します。

IPTABLESが有効になっている場合、 mountd (tcp/udp)、 portmapper (tcp/udp)、 ポート 4040に例外ルールを追

加する必要があります。

Oracleデータベースへの

直接アクセス (レポート、

ト ラブルシューテ ィン
グ、 管理)

モデルリポジト リ  
(truth) ホスト

1521 Oracle管理を許可するた

めに強く推奨

管理デスク ト ップ スライスコンポーネン ト
バンドルホスト

1004, 1018, 1032, 2222, 
8061

(オプシ ョ ン) ト ラブル

シューテ ィングに有効。
それぞれのポートは
spin、 way、 twist、
tsunami、 ogsh (ssh) を
表します。

SAコア 
(管理ゲートウェイ )

SAコア 
(管理ゲートウェイ )

2001 必須

SAコア 
(管理ゲートウェイ )

別のマルチマスターメ ッ
シュ内のSAコア (管理

ゲートウェイ )

22、 2003 (オプシ ョ ン) scp用 (デ
フォルトワードレプリ
ケーシ ョ ン、 2001接続

経由で転送可能)。 2001
がビジーの場合は2001
のバックアップ

スライスコンポーネン ト
バンドル

SAエージェン ト  
(同一ネッ トワーク内)

1002 必須 (エージェン ト を管

理するエージェン トゲー
トウェイ専用)

SAコア

(管理ゲートウェイ )
サテライ ト /
ゲートウェイ

3001 必須

SAコアホスト メールサーバー 25 電子メール通知に必要

SAコアホスト LDAPサーバー 636 セキュリティで保護され
たLDAPアクセスに必要。

セキュリティで保護され
ていないLDAPを使用する

場合はポートを変更可能

SAエージェン ト エージェン ト を管理する
SAコアサーバーとサテラ

イ ト

3001 必須

SAサテライ ト /
ゲートウェイ

SAコア 2001 必須

SAサテライ ト /
ゲートウェイ

管理対象エージェン ト 1002 必須

表8 SAコアを保護するファイアウォール上で開いているポート （続き）

ソース 行先 開いているポート メモ
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SAのデータアクセスレイヤー ( インフラス ト ラクチャー ) は、 データベースに対する接続プールを使用しま

す。 SAが起動し、 稼働しているあいだ、 データベースとインフラスト ラクチャーレイヤー間の接続を維持す

る必要があります。 フ ァイアウォールの設定が、 タイムアウトによってデータベースとインフラス ト ラク

チャーレイヤー間の接続がタイムアウトで終了しない設定になっていることを確認します。

表9に、 プロビジ ョニングプロセス中にサーバーがアクセスするSAプロビジ ョニングコンポーネン トによっ

て使用されるポート を示します。 (SAでは、 プロビジ ョニングは、管理対象サーバーでのオペレーティングシ

ステムのインストールと構成を意味します)。  

* デフォルトでは、 rpc.mountdプロセスは動的ポート を使用しますが、 静的ポート を使用するように構成

できます。 動的ポート を使用する場合、 ファイアウォールは、 クライアン トがmountd用ポートの特定に使

用するRPC要求を理解できる、 アプリケーシ ョ ンレイヤーファイアウォールである必要があります。 

SAプロビジ ョニングのブートサーバーと メディアサーバーは、 ネッ トワーク攻撃の影響を受けやすいさまざ

まなサービス (ポートマッパー、 rpc.mountdなど ) を実行します。 SAプロビジ ョニングのブートサーバーおよ

びメディアサーバーコンポーネン ト を専用DMZ ネッ トワークに分離することを推奨します。 これらのコン

ポーネン ト を分離するとき、表9に示したポート を、インストールクライアン トネッ トワークからDMZネッ ト

ワークに対して開く必要があります。 さらにブートサーバーと メディアサーバーに、 ベンダーが推奨するす

べてのセキュリテ ィパッチを適用する必要があります。 

表10に、 SAコアサーバー接続に対して開く必要がある管理対象サーバーポートを示します。   

表9 SAプロビジ ョニングコンポーネン トの開いているポート

ポート コンポーネン ト サービス

67 (UDP) ブートサーバー DHCP

69 (UDP) ブートサーバー TFTP

111 (UDP、 TCP) ブートサーバー、

メディアサーバー

RPC (ポートマッパー )、 NFSに必要

動的/静的* ブートサーバー、

メディアサーバー

rpc.mountd、 NFSに必要

2049 (UDP、 TCP) ブートサーバー、

メディアサーバー

NFS

8017 (UDP、 TCP) エージェン ト

ゲートウェイ

Build Managerのインタフェース

137 (UDP) メディアサーバー SMB NetBIOSネームサービス

138 (UDP) メディアサーバー SMB NetBIOSデータグラムサービス

139 (TCP) メディアサーバー NetBIOSセッシ ョ ンサービス

445 (TCP) メディアサーバー MSディレク ト リサービス

表10 管理対象サーバー上の開いているポート

ポート コンポーネン ト

1002 (TCP) SAエージェン ト
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予約してお く必要があるポート

SAで使用するために次のポートを予約する必要があります。   

ホスト とサービスの名前解決の要件

DNSまたは/etc/hostsファイルを適切に構成することで、SAがコアサーバーのホスト名とサービス名をIPア

ドレスに解決できるようにする必要があります。 

旧リ リース

以前のSA インストール (たとえば、 バージ ョ ン6.x、 7.x) が搭載されたサーバーにコアコンポーネン ト をイン

ストールする場合、 ホスト名とサービス名が新しいインストール用に正し く解決されることを確認する必要

があります。 

表11 SA 予約ポート

ポート コンポーネン ト

3003 (TCP)  管理ゲートウェイプロキシ

2001 (TCP) 管理ゲートウェイ ト ンネルリスナー

3002 (TCP) コアゲートウェイプロキシ

2003 (TCP) コアゲートウェイスライスト ンネルリスナー

8085 (TCP) コアゲートウェイ管理

5678、 7501 (TCP) マルチマスターコンポーネン ト

1003、 1006 Webサービスデータアクセスエンジン

1018 コマンドエンジン

1026、 1032 データアクセスエンジン

7006、 7080 正常性チェ ックモニター

1012、 1017、 8843 SA Provisioning Build Manager

3001、 8017 エージェン トゲートウェイプロキシ

1033 Global File System

8020 Global File System

2222 SSHデーモン

1027、 1028、 1029 APXプロキシ

8081 agentcacheコンポーネン ト

9009、 9080 Command Center

4433、 80、 81、 82 HTTPSプロキシ

1002 エージェン ト
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コアサーバーとホスト /サービス名の解決

インス トール時に、 スライスコンポーネン トバンドルがインス トールされているマシン上の/etc/hosts

ファイルが変更され、 セカンダリデータアクセスエンジン、 Command Center、 Build Manager、 localhostの

完全修飾ド メイン名をポイン トするエン ト リが追加されます。

コアコンポーネン ト をホストする他のサーバーはすべて、 自分の有効なホスト名と、 他のSAコアサーバーの

有効なホスト名 (マルチコアインストールまたはマルチマスターメ ッシュを使用する場合) を解決できる必要

があり ます。 完全修飾名には、 サブ ド メ インが含まれます ( たと えば、 myhost.acct.buzzcorp.com)。

hostnameコマンドを入力し、ローカルの/etc/hostsファイルにある完全修飾名が表示されることを確認し

て ください。

一般的なコンポーネン ト レイアウトでは、 ソフ トウェアリポジ ト リス ト アがインフラス ト ラクチャーコン

ポーネン トバンドルの一部としてインストールされます。 スライスコンポーネン トバンドルは、 インフラス

ト ラクチャーホストの IP をホスト名にマップできなければなりません。 カスタムコンポーネン ト レイアウト

では、 ソフ トウェアリポジト リス トアが任意のホストに別途インストールされるため、 スライスコンポーネ

ン トバンドルは、 ホストの IP をホスト名にマップできる必要があります。 通常、 ソフ トウェアリポジト リス

トアとOGFS home/auditディレク ト リを同じサーバーでホスト します (要件ではありません)。

OSプロビジ ョニング: DHCPプロキシ

OSプロビジ ョニングコンポーネン ト をコアコンポーネン ト と別のネッ トワークにインストールする場合、(た

とえば、 Cisco IP Helperを使用して) DHCPサーバーへのDHCPプロキシを設定する必要があります。 DHCPプロキ

シを使用する場合、DHCPプロキシを実行するサーバー /ルーターはネッ トワークルーターでないと、PXEが正

し く機能しません。 

OSプロビジ ョニングブートサーバーコンポーネン トはDHCPサーバーを提供しますが、 DHCPプロキシは含ま

れません。 DHCP サーバーの構成情報については、 『SA Installation Guide』 の 「DHCP Configuration for SA
Provisioning」 を参照して ください。

SAコアパフォーマンスのスケーラビリテ ィ

この項では、 SAコアとそのコンポーネン トのパフォーマンスの向上について説明します。

SA コアコンポーネン トは、 CPU と メモリを追加することで垂直に拡張することも、 複数のサーバーに分散さ

せることで水平に拡張することもできます。

表12 と表13に、 SA コンポーネン トの複数サーバーへの推奨分散方法を示します。 どちらの表でも、 バンド

ルされたSAコアコンポーネン トは次の方法で分散されます。

• MR: モデルリポジト リ

• インフラ : インフラスト ラクチャーコンポーネン トいんふらすとら く ちゃーこんぽーねんと

— モデルリポジト リ  マルチマスターコンポーネン ト

— 管理ゲートウェイ

— プライマリデータアクセスエンジン

• スライス(x):

— エージェン トゲートウェイ

— コアゲートウェイ

— コマンドエンジン  

— ソフ トウェアリポジト リ
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— Command Center 

— Build Manager

— Webサービスデータアクセスエンジン

— セカンダリデータアクセスエンジン

— Global File System

— Tsunami

— Memcache

コアコンポーネン トの分散 

バンドルされているコンポーネン ト を導入する際には、 使用できるハードウェアと メモリに基づいてSAコア

コンポーネン トの分散方法を検討する必要があります。 一般的なSA 7.5以降のインストールには、 3つのメイ

ンコンポーネン トがあります。 モデルリポジ ト リ、 インフラス ト ラクチャーコンポーネン トバンドル、 1 ス

ライスコンポーネン トバンドルです。 このほかにメディアサーバーとブートサーバーがありますが、 メディ

アサーバーとブートサーバーは、 大量の負荷を発生させることがな く、 また環境によって異なるため、 下の

表には含まれていません。

SAインストールのハードウェアを選択するための絶対確実な方法はありません。 次に示すのは、 高パフォー

マンスを期待できるSAコアコンポーネン トの推奨レイアウトです。 コアの拡張にはスライスの追加が必要で

す。各スライスにより、可用性の高いUI、 API、 OGFS、 Build Manager、ゲートウェイリソースが追加されます。

コアサーバーの数が少ない場合、 2台の大型サーバーで開始し、 スライスの追加によってコアの容量を増や

してい く ことを検討して ください。 表12と表13では、 次の省略表現を使用します。

MR - モデルリポジト リ

インフラ  - インフラスト ラクチャーコンポーネン トバンドル

スライス<X> - スライスコンポーネン トバンドル

OSプロブ - オペレーティングシステムプロビジ ョ ビングコンポーネン トバンドル:

表12 小規模から中規模のSAデプロイメン ト  (SA 7.80以降)

管理対象サーバー サーバー別のSAコンポーネン ト分散

サーバー 1 サーバー 2

500 MR、 インフラ、

 スライス0、 OSプロブ

なし

1000
MR インフラ、 スライス0、 

OSプロブ

サーバー構成: 4 CPUコア、 16 GB RAM、 1 GB/sネッ トワーク
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コアパフォーマンスに影響する要因

SAのハードウェア要件は、 次の要因に基づいて変化します。

• SAが管理するサーバーの数

• 同時に実行する操作の数と複雑さ

• Command Centerにアクセスできる同時ユーザーの数

• SAが稼働するファシリテ ィの数

マルチマスターメ ッシュのスケーラビリテ ィ

グローバルスケーラビリテ ィ をサポートするには、 SAコアを各主要ファシリテ ィにインストールし、 マルチ

マスターメ ッシュ内のコアをリンクします。 各ファシリテ ィのSAコアのサイズは、 ローカルの要件に従って

拡張できます。

マルチマスターメ ッシュの可用性

マルチマスターメ ッシュは、 モデルリポジト リのレプリケーシ ョ ンに加えて、 ソフ トウェアリポジト リに保
存されているパッケージのレプリケーシ ョ ンとキャッシュもサポート します。 通常、 各ファシリテ ィ内のコ
アが、 所有するソフ トウェアをコアのソフ トウェアリポジト リにアップロード しています。 パッケージの複
数のコピーをリモートのソフ トウェアリポジト リに保持すると、可用性が高まります。詳細については、『SA
管理ガイド』 を参照して ください。

ソフ トウェアリポジト リ とスライスコンポーネン トバンドル、 およびソフ トウェアリポジト リス トアとイン
フラスト ラクチャーコンポーネン トバンドルのバンド リングは、 可用性に影響しません。 ソフ トウェアリポ
ジト リは、 レプリケーター構成ファイルを読み取り、 バックアップディ レク ト リからファイルを供給する方
法を決定します。 

サテライ ト コアのCPU/メモリの要件

SAサテライ ト コアインストールをホストするサーバーは、 次の最小要件を満たす必要があります。

表13 中規模から大規模のSAデプロイメン ト  (SA 7.80以降)

管理対象サーバー サーバー別のSAコンポーネン ト分散

サーバー 1* サーバー 2* サーバー 3* サーバー 4* サーバー 5*

2000 MR インフラ、
スライス0、

OSプロブ

なし なし なし

4000 MR インフラ、
スライス0、

OSプロブ

スライス1 なし なし

6000 MR インフラ、
スライス0、

OSプロブ

スライス1 スライス2 なし

8000 MR インフラ、
スライス0、

OSプロブ

スライス1 スライス2 スライス3

* サーバー構成: 8 CPUコア、 16 GB RAM、 1 GB/sネッ トワーク
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• 2 CPUおよび2 GB RAM (各サテライ ト コアの管理対象サーバー 1,500台ごと )～4 CPUおよび 

4 GB RAM (各サテライ ト コアの管理対象サーバー 3000台ごと )

上に示すように、 追加の管理対象サーバーに対応してSAサテライ ト をホス トするサーバーの容量を増やすこ

とができます。 SA環境の作業負荷特性は大幅に変化する可能性があり、 この作業負荷の変化に伴って該当す

る SAサテライ トの移送容量も変わる可能性があります。 SAサテライ トの背後に3,000を超えるデバイスが必

要なデプロイメン トの場合、 HPでは、 追加のSAサテライ ト を同じレルムにデプロイすることを推奨します。

このソリューシ ョ ンによって冗長性が強化されるほか、 ロード要求の増加に対応して容量を増やし続ける必

要があるSAサテライ トホストサーバーで、 収穫逓減に達するのを防止できます。

コアコンポーネン トの負荷分散の追加インスタンス

SAがより大規模な運用環境に対応する必要がある場合、 スライスコンポーネン トバンドルの追加インス

タンスをインストールし、 インストールごとに次のコンポーネン ト を追加することで、 パフォーマンスを改

善できます。

• エージェン トゲートウェイ

• コアゲートウェイ

• Command Center

• ソフ トウェアリポジト リ

• Build Manager

• Webサービスデータアクセスエンジン

• セカンダリデータアクセスエンジン

• Tsunami

• Memcache

スライスコンポーネン トバンドルのインスタンスを複数インストールした場合、 コアゲートウェイがロード

サービスの要求を受信すると、 インスタンス間で負荷分散が自動的に発生します。 コアゲートウェイは、 受

信クライアン ト接続を処理し、 コアのスライスコンポーネン トバンドルにクライアン ト接続の負荷を分散し

ます。 

スライスコンポーネン トバンドルの追加インスタンスを実行するサーバー用にハードウェア負荷分散装置を

デプロイすることもできます。SSLセッシ ョ ン保持 (持続性) のための負荷分散装置を最少接続アルゴリズムで

構成できます。

負荷分散装置はコアゲートウェイの前に配置することもできますが、 この場合、 ゲートウェイの負荷しか分

散されません。 ただしこの配置には、 クライアン トの接続アドレスが1 つに限定され、 スライスコンポーネ

ン トバンドルホストの不具合が発生したときにクライアン トが正し く フェールオーバーできるという利点が

あります。

負荷分散はhttpProxy証明書の検証に影響しません。これは、コアのIDが、最終的に要求を処理するサーバー

のIDではな く、クライアン トが接続に使用するアドレスに基づいているためです。すべてのスライスコンポー

ネン トバンドルに同じ証明書が発行され、 証明書に記載されているホスト名が、 外部クライアン トが接続に

使用する DNS ホスト名と一致している必要があります。 負荷分散装置を使用する場合、 これは負荷分散装置

のホスト名になります。
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Windowsパッチ管理ファイル

SA Windowsパッチ管理機能を使用するには、 Microsoftソフ トウェアダウンロード リポジト リからのファイル

が必要です。 これらのファイルは、 コアインストール時にインストールできます。

SAを使用してWindowsサーバーを管理しない場合、 ファイルをインストールしないことを選択しても、 イン

ス トールは正常に完了します。 ただしこれらのファイルをインス トールしないと、 Windowsサーバーに対す

る操作を実行できません。 ファイルは、 Windowsパッチの適用以外にも、多数のWindowsベースの操作で必要

となります。

必要なWindowsパッチ管理ファイルの既存コアへのインストール

Windowsパッチを後から適用する場合、 SAクライアン トのインポート機能、 または

populate-opsware-update-libraryコマンド ラインスクリプ ト を使用して、 必要なWindowsパッチ管理

ファイルをインストールする必要があります。

Windowsパッチユーティ リテ ィの手動ダウンロードの詳細については、 『SAユーザーガイド : サーバーのパッ

チ適用』 を参照して ください。

Global File System (OGFS) の要件

この項では、 Global File System (OGFS) の要件について説明します。

OGFSストアおよび監査ホスト

SA インス ト ーラーイン タ ビューを詳細モード で実行する と き、 ogfs.store.host.ipパラ メーターと

ogfs.audit.host.ipパラメーターの値を指定できます(『SA Installation Guide』の「SA Installation Parameter
Reference」 を参照して く ださい )。 これらのパラ メーターのどちらかを、 スライスコンポーネン トバンドル

(OGFSとソフ トウェアリポジト リを含む) を実行していないホスト をポイン トするように設定した場合、 指定

するホストで次の手順を実行します。

1 mkdirを使用して、 ogfs.store.pathパラメーターと ogfs.audit.pathパラメーターに指定したディ

レク ト リを作成します。

2 エクスポートテーブルを変更します。

これらの例では、 スライスコンポーネン トバンドルが、 同じコア内の2 つの異なるホストにインス トールさ

れています。

a Solarisホストで、 /etc/dfs/dfstabファイルを次のように変更します。

# Begin Opsware ogfs export
share -F nfs -o anon=0,rw=1.2.3.4:1.2.3.5 /export/ogfs/store
share -F nfs -o anon=0,rw=1.2.3.4:1.2.3.5 /export/ogfs/audit
# End Opsware ogfs exports

ここで 1.2.3.4 と 1.2.3.5は、 2つのスライスコンポーネン トバンドルホストのサンプル IP アドレスで

す。/export/ogfs/storeと/export/ogfs/auditは、 OGFSデータのエクスポート元のホストに存

在する対応するパスです。

b Linuxホストで、 /etc/exportsファイルを次のように変更します。

# Begin Opsware ogfs export
/export/ogfs/store 1.2.3.4(rw,no_root_squash,sync) \
1.2.3.5(rw,no_root_squash,sync)
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/export/ogfs/audit 1.2.3.4(rw,no_root_squash,sync) \
1.2.3.5(rw,no_root_squash,sync)
# End Opsware ogfs exports 

ここで 1.2.3.4 と 1.2.3.5は、 2つのスライスコンポーネン トバンドルホストのサンプル IP アドレスで

す。/export/ogfs/storeと/export/ogfs/auditは、 OGFSデータのエクスポート元のホストに存

在する対応するパスです。

3 エクスポートテーブルに新しいエン ト リを追加したら、 ディ レク ト リをエクスポートするか、 通常のシ

ステム手順を使用してNetwork File Systemを再起動します。

システムが再起動したときに NFS デーモンが開始することを確認して く ださい。 セキュリテ ィポリシー上、

NFSサービスを無効にする必要がある場合、 スライスコンポーネン トバンドルをLinuxシステムにインストー

ルするためにサービスnfs、サービスを開始するためのnfslock、ネッ トワークが使用可能になった後にネッ

トワーク  ( リモート ) フ ァイルシステムがマウン ト されるようにするためのnetfsを構成する必要がありま

す。構成しないと、スライスコンポーネン トバンドルのインストールが失敗します。サービスは、インストー

ル後に再度無効にすることができます。

ネームサービスキャッシュデーモン  (nscd) とOGFS

ネームサービスキャ ッシュデーモン  (nscd) がスライスコンポーネン トバンドルと同じサーバーで実行され

ていると、 ユーザーがダイレク ト ssh接続でグローバルシェルセッシ ョ ンを開けません。 ncsdがスライスコ

ンポーネン トバンドルサーバーで実行されている場合、インストーラーがそれをオフにし、chkconfig nscd

offコマンドを実行して再起動後に開始されないようにします。 操作は不要です。
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